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津波起源混濁流の発生可能性：2011年東北沖地震からの示唆
Possibility for the occurrence of tsunami-generated turbidity currents: Insights from the
2011 Tohoku-Oki Earthquake
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巨大地震・津波に伴って発生する混濁流堆積物の特徴を明確にすることは，今後の地震・津波履歴の地質記録解析手
法の発展や海底表層の物質循環を検討するために非常に重要である．そこで，本研究では，2011年東北地方太平洋沖地
震・津波に伴う海底のイベント堆積物について記載・分析を行い，その特徴を詳細に検討した．さらに，数値モデルを
用いて津波起源混濁流が発生する可能性を検討した．
　 2011年東北沖地震・津波の発生後，三陸沖海底の 16地点（水深 170-2000 m）で表層堆積物の柱状試料を採取し，X

線 CT，岩相記載，粒度，放射性同位体，古地磁気等の分析を行った．結果として，採取した 16地点のうち 14地点の最
上部にイベント堆積物が認められた．三陸沖海底のイベント堆積物は 4種類に区分され，それらは主としてタービダイ
トと解釈された．イベント堆積物のうち，本震時のタービダイトは南北 150 km，水深 800 m以深の広範囲に分布してい
る．これらを堆積させた混濁流は，浅海域に大規模な地すべりが起こった形跡がないことから，巨大津波により巻き上
げられた浮遊堆積物から発達した混濁流から堆積した可能性が考えられる（Arai et al., 2013）．そこで，津波起源混濁流
の数値モデルを作成し，観測された混濁流の推定流速等と合致するような津波起源混濁流の発生条件を探索したところ，
少なくとも平均 1.4 cm程度（間隙率 50%）の堆積物が津波により侵食される必要があることがわかった．さらに，東北
沖津波を数値モデル（iRIC ELIMO1.0）を用いて再現し，津波の流速から侵食される堆積物の厚さを推定したところ，仙
台湾沖で平均 1.8 cmとなった．すなわち，2011年東北地方太平洋沖地震津波に匹敵するような巨大津波が発生すれば，
津波の海底侵食により巻き上げられた堆積物から深海底で混濁流が発達する可能性は十分にあることが示唆された
　今後，現世ならびに地層中のイベント堆積物についてさらなる解析を行い，東北沖におけるイベント堆積物ならび

に津波起源タービダイトの特徴を明らかにしていきたい．
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